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教 支 第 ２ ０ ９ 号

令 和 ３ 年 ８ 月 ５ 日

各 市 町 村 教 委 教 育 長

各 高 等 学 校 長

各 中 等 教 育 学 校 長

各 特 別 支 援 学 校 長

奈良県教育委員会教育長

令和３年度奈良県高等学校等奨学金の追加募集について（通知）

本年４月に募集しました「修学支援奨学金」及び「育成奨学金」について、下記により追加募

集を行いますので、生徒への周知及び申請について特段の配慮をお願いします。

記

１ 募集概要 別紙１のとおり

２ 受付期間 令和３年９月１日（水）～令和３年９月３０日（木） 必着

３ 募集人数 ２５０名程度

４ そ の 他 申請者には、次の書類を配付してください。

① 「奈良県高等学校等奨学金貸与申請書」等申請書類一式（※）

② 別紙２「奈良県高等学校等奨学金（追加募集）に申請されるみなさんへ」

（２ページ目の下部にある「在籍校の奨学金担当窓口」欄に必ず各学校名と

連絡先を記載の上で配付すること。）

（※）奨学金の概要・各種様式・記入例については、学校支援課ホームページ又は４月募集時

配付の「奈良県高等学校等奨学金 申請の手びき（令和３年４月版）」を参照すること。

その他不明な点がある場合は下記まで問い合わせること。

（担当）奈良県教育委員会事務局 学校支援課 授業料奨学金係

〒630-8502 奈良市登大路町３０番地

ＴＥＬ ０７４２－２７－９８５９

ＦＡＸ ０７４２－２７－２９８５

ＵＲＬ http://www.pref.nara.jp/13014.htm

殿
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別紙1

奈良県高等学校等奨学金の追加募集について

Ⅰ 募 集 概 要

＊募集については、「奈良県高等学校等奨学金申請の手びき（令和３年４月版）」を確認すること。

ただし、一部修正があるので、「Ⅱ追加募集での手引きの修正」を、必ず確認すること。

１ 申込資格 （現在貸与中の者は申込不可）

（１）修学支援奨学金（全学年対象）

① 高等学校（中等教育学校の後期課程を含む。）又は高等専門学校に在学している者

② 親権者又は未成年後見人が県内に住所を有している者

③ 向学心に富み、学習態度が良好であると認められる者

④ 経済的理由により、著しく修学が困難と認められる者

⑤ 地方公共団体その他公共的団体から、学資の貸与又は給付を受けていない者

（注１）④について：世帯全員の収入額の合計が生活保護基準の１．５倍以内であること。

（２）育成奨学金（全学年対象）

① 高等学校（中等教育学校の後期課程及び特別支援学校の高等部を含む。）又は専修学

校の高等課程（規則に定めるものに限る。）に在学している者

② 親権者又は未成年後見人が県内に住所を有している者

③ 向学心に富み、学習態度及び学習状況が良好であると認められる者

④ 経済的理由により、修学が困難と認められる者

⑤ 地方公共団体その他公共的団体から、学資の貸与又は給付を受けていない者

（注２）①について：特別支援学校への就学奨励に関する法律（昭和２９年法律第１４４号）

による経費の支給を受けている者へは貸与不可

③について：学習成績の評定を全履修科目について平均した値が３．０以上であること。

（５段階評価、小数第２位四捨五入）

高等学校等第１学年の在学申請においては、中学校の全教科の評定平均

値又は高等学校等の１学期の評定平均値とする。

ただし、中学校の評定平均値は、中学校第３学年時又は中学校第１学年

から中学校第３学年までの全教科の評定平均値のいずれかとする。

高等学校等第２学年、第３学年の在学申請においては、高等学校におけ

る前年又は前年と前々年の全履修科目の評定平均値とする。

④について：世帯全員の収入額の合計が生活保護基準の１．５倍（特に意欲があると認

められる場合にあっては、予算の範囲内で３．０倍）以内であること。
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２ 申込み及び決定

（１）提出書類

「奈良県高等学校等奨学金申請の手びき（令和３年４月版）」と共に配布した様式を複写

して利用すること。（奈良県教育委員会事務局学校支援課のＨＰにも様式・記入例を記載し

ている。）

◎新規申請（在学）

① 貸与申請者一覧表（新規申請者用）

② 奨学金貸与申請書 [第１号様式]

③ 在学校の校長の推薦書

④ 市町村長発行の課税証明書等（扶養人数、所得金額、課税金額、社会保険料等

の控除金額、非課税の場合は非課税理由の記載されたもの。原則として世帯全員

分が必要であるが、被扶養者であることが課税証明書等で確認できる場合は不要）

＊今回の申請では、令和３年度課税証明書が必要

⑤ 住民票謄本（世帯全員分）（記載事項欄に省略のないもの）

⑥ 連帯借受人の印鑑登録証明書（最近３か月以内に発行されたもの）

⑦ 請求書（後期分のみ）

⑧ 口座振替申出書（通帳のコピーを添付）

⑨ 借用証書

⑩ 申請印確認票（専用紙があるので、各学校から学校支援課に請求すること。）

（２）書類の経由

申請書類は、各学校の校長を経由して教育長へ提出すること。

（３）決定通知

奨学金貸与申請に係る審査の結果については、各学校を通して通知する。

（令和３年１１月中旬から１２月上旬を予定）
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３ 貸与月額

＊今回申請分の貸与期間は、今年度の後期分（令和３年１０月分）からの貸与となる。

奨 学 金 の 額

区 分

自 宅 自宅外加算 へき地加算

（ ５，０００円） （１２，０００円）

生活保護法の高等学校 国・公立 ５，０００円 １０，０００円 －

等就学費の給付を受け

ている者 私 立 １７，０００円 ２２，０００円 －

国・公立 １８，０００円 ２３，０００円 ３０，０００円

その他の者

私 立 ３０，０００円 ３５，０００円 ４２，０００円

※ へき地教育振興法（昭和２９年法律第１４３号）第２条に規定する「へき地学校（小学校に

限る。）」の通学区域に居住する生徒に対しては、希望すればへき地加算金月額１万２千円

を加算して貸与できる。

※ へき地教育振興法（昭和２９年法律第１４３号）第２条に規定する「へき地学校（小学校に

限る。）」の通学区域に居住する生徒で、生活福祉資金の修学資金の貸与を受けている場合

は、へき地加算金月額１万２千円を貸与できる。

※ 「へき地学校（小学校に限る。）」の「小学校」については、学校教育法（昭和２２年法律

第２６号）第３８条ただし書の規定により小学校に代わり義務教育学校を置く市町村にあっ

ては当該義務教育学校を小学校とみなす。

※ 申請時と状況が変わり貸与額が変更になる場合は、その旨を授業料奨学金係に連絡し、貸与

月額変更事由発生届を提出すること。
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Ⅱ 追加募集での手びきの修正

項 目
修正前 修正後

（手引きの頁）

育成奨学金の学習成 ウ 高等学校等の１学期中間考 ウ 高等学校等の１学期の評定

績の評定 査終了時の評定平均値 平均値

（２頁：（注３）に

ついて 枠内）

在学校の校長の推薦 育成奨学金を希望する者のう （削除）

書（９頁：下５行） ち、中学成績の評定平均値が３． ＊ボックスのチェックは、なく

０未満の申請者の取扱いについ なります。

て

①評定平均値の記入欄下のボ

ックスにチェック、評定平均値

記入欄は空欄のまま提出。

②その後、中間考査等終了時

の評定平均値を提出（様式は問

いません）。

※ただし、その際の高校成

績で評定平均値が３．０未満の

場合も、必ずその成績を提出し

てください。

＜７＞所得に関する ※令和２年度課税証明書（令和 ※令和３年度課税証明書が必要

証明書 元年分所得に関する課税証明 です（最新のもの）。

（１４頁）表中の「③ 書）は必ず提出していただきま

上記のいずれにも該 すが、所得の状況が変動し、平

当しない世帯」の「必 成２年分における所得の方が現

要書類」欄 状を反映している場合、次のア

～ウの追加書類で所得を確認し

ます。

ア 令和２年分の確定申告書

（令和元年分不可。税務署の受

付印のあるもの）の写し

イ 令和２年分の源泉徴収票原

本(令和元年分不可。原本でな

い場合は照合のうえ原本確認者

の署名押印をお願いします。)

ウ 令和３年度課税証明書
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別紙２

奈良県高等学校等奨学金（追加募集）に申請されるみなさんへ

１ 制度の目的
この制度は、勉学する意欲がありながら経済的な理由により、修学が困難な人に奨学金を貸与すること

を目的とします。

２ 対象者 修学支援奨学金・育成奨学金それぞれ、①～⑤の各号を満たす人が対象です。

修学支援奨学金 （全学年）

① 高等学校（中等教育学校の後期課程を含む）又は高等専門学校に在学している人。
② 親権者又は未成年後見人が県内に住所を有している人。
③ 向学心に富み、学習態度が良好であると認められる人。
④ 経済的理由により、著しく修学が困難と認められる人。
⑤ 地方公共団体､その他公共的団体から学資の貸与、又は給付を受けていない人。
（注）④について

家族全員の収入額の合計が生活保護基準の１．５倍以内であること。

育成奨学金 （全学年）

① 高等学校（中等教育学校の後期課程並びに特別支援学校の高等部を含む）
又は専修学校の高等課程（規則に定めるものに限る）に在学している人。

② 親権者又は未成年後見人が県内に住所を有している人。
③ 向学心に富み、学習態度及び学習状況が良好であると認められる人。
④ 経済的理由により、修学が困難と認められる人。
⑤ 地方公共団体､その他公共的団体から学資の貸与、又は給付を受けていない人。
（注）③について

評定平均値が３．０以上であること。
④について
家族全員の収入額の合計が生活保護基準の１．５倍（特に意欲があると認められる場合にあ
っては、３．０倍）以内であること。

※ 予算枠があるため、全員採用されるとは限りません。

３ 貸与月額

区 分 国・公立 私 立
貸与基本月額 １８，０００円 ３０，０００円

（５，０００円） （１７，０００円）
自 宅 外 加 算 ５，０００円 （５，０００円）
へ き 地 加 算 １２，０００円 （ － ）
※（ ）は生活保護の高等学校等就学費の給付を受けている方の金額です。
※へき地加算は、へき地対象地域にある自宅から通学している方に限ります。

４ 貸与時期と方法
貸与時期 今年度後期分から （１１月下旬～12月中旬振込予定）
貸与方法 借受人（生徒）本人名義の銀行口座に振込入金します。

５ 申込み締切と書類
申込締切 学校ごとに設定（在籍校にご確認ください）

※申請書類は在籍校でとりまとめて、推薦書等を追加し、教育
委員会学校支援課に提出されます。
（学校から学校支援課への締切…９月３０日（木））
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令和３年度版

申込みの提出書類 用紙は在籍校で受け取ってください。

① 貸与申請書［第１号様式］
② 請求書（後期分）［別紙様式４］
③ 奨学金借用証書 ［第6号様式］

④ 口座振替申出書兼相手方登録依頼書［別紙様式３］
（通帳の確認事項が記載されたページのコピーを添付してください）

⑤ 申請印確認票（①～④で押す印をこちらにも押印して提出してください）
★⑥ 住民票謄本(家族全員)（最近３か月以内に発行されたもの）・・・原本

記載事項欄の省略のないもの＜ただし本籍地・マイナンバーは不要＞

★⑦ 所得に関する市町村長発行の課税証明書・・・原本
（令和３年度の課税証明書。扶養人数、所得金額、課税金額、社会保険料等の控除金額、非課税の場合非課税

理由が記載されたもの。原則として世帯全員分が必要ですが、被扶養者であることが生計支持者等の課税証

明書で分かる方は不要。）

※生活保護を受けている世帯の方：生活保護受給証明書、あるいは生活保護決定通知書の写し
（世帯全員の氏名確認のこと。記載のない者は、上記の所得に関する市町村発行の証明書が必要）

★⑧ 連帯借受人の印鑑登録証明書（最近３か月以内に発行されたもの）・・・原本
★印の書類は市役所・町村役場などで取得してください。

※その他、締切後に追加書類の提出を求める場合があります。

書類の提出先 上記①～⑧をまとめて、在籍校に提出してください。

決定通知 審査の上、貸与の可否について各在籍校を通じて通知します。
貸与決定者には、貸与決定通知書が発行されます（１１月中旬～１２月上旬予定）。

６ 返還について
在学期間中に貸与（貸付）を受けた総額を、卒業等又は辞退後６ヶ月経過したのち、１０年以内に返還
しなければなりません。

返還方法
・返還方法は半年賦または月賦で、１０年以内の均等払いです。繰上返還や一括返還も可能です。
・半年賦の場合は毎年８月頃と１２月頃が返還時期となります。
・原則として月賦・半年賦とも口座振替で返還していただきます。
★ 各返還期日までに返還しなかった場合は、返還期日に関わらず貸与を受けた奨学金の返還残額につい
て一括返還の請求をすることがあります。

★ 滞納者には、係員が自宅等へ訪問し、今後の返還方法について相談することがあります。また、支払督促
の申立てから強制執行に至るまでの法的手続きをとることがあります。

７ 延滞金について
返還時期を過ぎて返還をしなかったときは、延滞金（年10.95%）が加算されることとなっています。

８ より詳しい内容について知りたい方は
■奈良県高等学校等奨学金のページ http://www.pref.nara.jp/13014.htm

（右のＱＲコードからもアクセスできます）

■在籍校の奨学金担当窓口 ℡ - -

担当：

■奈良県教育委員会事務局 ℡ ０７４２-２７-９８５９（直通） 平日 ８：３０～１７：１５
学校支援課 授業料奨学金係 〒６３０－８５０２ 奈良市登大路町３０
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教 特 第 １ ２ ５ 号

令 和 ３ 年 ８ 月 ５ 日

各 市 町 村 教 委 教 育 長

各 中 学 校 長

各 義 務 教 育 学 校 長

各 中 等 教 育 学 校 長

各 特 別 支 援 学 校 長

奈良県教育委員会教育長

令和４年度奈良県立特別支援学校幼稚部・高等部等入学者

選抜・選考実施要項について（通知）

このことについて、別紙のとおり定めましたので、関係者に周知願います。

記

令和４年度奈良県立特別支援学校幼稚部・高等部等入学者選抜・選考実施要項

殿
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令和４年度奈良県立特別支援学校幼稚部・高等部等入学者

選 抜 ・ 選 考 実 施 要 項

令和４年度奈良県立特別支援学校入学者選抜・選考を実施する学校の対象障害種別、部及び

科、学科、通学区域又は対象者は、次のとおりです。

学 校 名
対象

部及び科 学科 通学区域又は対象者
掲 載

障害種別 ページ

奈良県立高等養護学校 知的障害 高 等 部 産業科 奈良県の全域 11

奈 良 県 立 盲 学 校 視覚障害 幼 稚 部 奈良県の全域 14

高等部 普通科 奈良県の全域

保健理療科

高等部専攻科 理療科

奈 良 県 立 ろ う 学 校 聴覚障害 幼 稚 部 奈良県の全域 17

高 等 部 普通科 奈良県の全域

産業システム科

生活情報科

奈良県立明日香養護学校 病 弱 高 等 部 普通科 奈良県の全域 20

肢体不自由 高 等 部 普通科 大和高田市、橿原市、桜 23

井市、五條市、御所市、

香芝市、葛城市、宇陀市、

磯城郡、宇陀郡、高市郡、

北葛城郡（上牧町及び広

陵町）及び吉野郡
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奈良県立奈良養護学校 病 弱 高 等 部 普通科 独立行政法人国立病院機 20

構奈良医療センター、重

症心身障害児学園・病院

「バルツァ・ゴーデル」

又は重症心身障害児施設

「東大寺光明園」に入院

又は入園中の者

肢体不自由 高 等 部 普通科 奈良市、大和郡山市、天 23

理市、生駒市、山辺郡、

生駒郡及び北葛城郡（王

寺町及び河合町）

奈良県立奈良東養護学校 知的障害 高 等 部 産業科 奈良市のうち春日、三笠、 26

若草、都南、田原、興東

館柳生、京西、飛鳥、都

跡及び月ヶ瀬の各中学校

の通学区域、大和郡山市

奈良県立奈良西養護学校 知的障害 高 等 部 産業科 奈良市のうち伏見、富雄、

登美ヶ丘、平城、平城西、

二名、富雄南、富雄第三、

登美ヶ丘北及び平城東の

各中学校の通学区域、生

駒市

奈良県立二階堂養護学校 知的障害 高 等 部 産業科 天理市、桜井市、宇陀市、

山辺郡、磯城郡、宇陀郡

及び奈良市のうち都祁中

学校の通学区域

奈良県立西和養護学校 知的障害 高 等 部 産業科 大和高田市、香芝市、生

駒郡及び北葛城郡

奈良県立大淀養護学校 知的障害 高 等 部 産業科 橿原市、五條市、御所市、

葛城市、高市郡及び吉野

郡
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令和４年度奈良県立高等養護学校入学者

選 抜 実 施 要 項

令和４年度奈良県立高等養護学校の第１学年入学者の募集及び選抜は、この要項に基づいて

実施します。

１ 応 募 資 格

(1) 自力通学ができる等一定の社会的適応力を有する知的障害者で、保護者とともに奈良県内

に居住する者又は特別の事情がある者のうち、次のアからウまでのいずれかに該当するもの

ア 特別支援学校中学部、中学校若しくは義務教育学校を卒業した者又は令和４年３月卒業

見込みの者

イ 中等教育学校前期課程を修了（以下「卒業」に含めます。）した者又は令和４年３月卒

業見込みの者

ウ 学校教育法施行規則（昭和22年文部省令第11号）第95条各号のいずれかに該当する者

(2) (1) の「特別の事情がある者」とは、次のア又はイのいずれかに該当する者であって、奈

良県教育委員会教育長に入学志願許可申請を行い、その承認を受けたもののことをいいま

す。

ア 出願当時は奈良県外に居住しているが、入学時には奈良県内に居住することが確実であ

る者

イ その他やむを得ない事情がある者

２ 募 集 学 科

産業科

３ 募 集 人 員

72人

４ 出 願 手 続

(1) 入学願書受付期間は、次のとおりです。

令和４年１月７日（金）及び同月12日（水）の午前９時から午後４時まで

(2) 志願者は、卒業した学校又は在学している学校の校長を経て、次のアからウまでを高等養

護学校長に提出してください。

ア 入学願書（別に定める用紙）

イ 調査書（奈良県立高等養護学校が定める用紙）

卒業した学校又は在学している学校の校長が作成してください。

ウ 返信用封筒１通（結果の通知に使用します。特定記録郵便とし、長形３号12.0㎝×23.5

㎝の封筒に254円分の切手を貼り、保護者の宛先を明記したもの）
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(3) 出願書類の交付期間は、次のとおりです。

令和３年12月15日（水）から同月17日（金）までの午前９時から午後４時まで

郵送を希望する場合は、生徒１人につき返信用封筒（角形２号24.0㎝×33.2㎝に140円分

の切手を貼り、保護者の宛先を明記したもの。）を同封して、奈良県立高等養護学校に請求

してください。

(4) 出願書類の提出先は、次のとおりです。

奈良県立高等養護学校

〒636-0344 磯城郡田原本町大字宮森34番地の１

TEL 0744-33-2626

(5) 入学相談

出願を希望する者は、必ず奈良県立高等養護学校の入学相談を受けてください。

実施期間は、令和３年７月21日（水）から同月30日（金）までです。

※ 既に申し込んでいる場合は、再度申し込む必要はありません。

詳細については、奈良県立高等養護学校に問い合わせてください。

(6) 備 考

やむを得ない事由により入学相談を受けていない者は、令和３年12月３日（金）までに当

該者が在籍する学校の校長から奈良県教育委員会教育長に入学志願許可申請を行ってくださ

い。事由について審議した後、学校長に連絡します。

５ 入学者の選抜

(1) 期 日

令和４年１月20日（木） 午前８時30分から正午まで

(2) 実施内容

ア 国語及び数学の学力検査

イ 実技検査

(3) 選抜の方法

各検査の結果及び受検者の障害等の状態、適性等を総合的に審査し、奈良県立高等養護学

校長が選抜します。

(4) 備 考

実施の詳細は、奈良県立高等養護学校長が別に定めます。

６ 合 格 発 表

令和４年１月26日（水）に、選抜の結果を保護者宛てに発送します。

７ そ の 他

(1) 特別支援学校高等部又は高等学校（高等専門学校及び中等教育学校後期課程を含みます。）

に在籍している者は、出願できません。
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(2) 選抜の結果、入学許可候補者となった者は、奈良県立特別支援学校高等部又は奈良県内の

公立高等学校への出願はできません。

(3) 令和４年度の入学者は、第２学年から職業に関するコースに応じて本校及び高等学校にお

ける分教室で学習します（分教室を設置している高等学校は、奈良県立高円・高円芸術高等

学校、奈良県立山辺高等学校及び奈良県立二階堂高等学校です。ただし、令和４年度の入学

者から山辺分教室への受入は行いません。）。

(4) この要項で定めるもののほか、必要な事項は別に定めます。
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令和４年度奈良県立盲学校幼稚部・高等部等入学者

選 考 実 施 要 項

令和４年度奈良県立盲学校幼稚部、高等部第１学年及び高等部専攻科第１学年入学者の募集

及び選考は、この要項に基づいて実施します。

１ 応 募 資 格

(1) 障害の程度が学校教育法施行令（昭和28年政令第340号）第22条の３の表「視覚障害者」

の項に規定する程度であって、保護者とともに奈良県内に居住する者又は特別の事情がある

者のうち、幼稚部はアに、高等部はイの①から③までのいずれかに、高等部専攻科はウの①

から③までのいずれかに該当するもの

ア 幼稚部 平成28年４月２日から平成31年４月１日までに出生した者

イ 高等部（普通科及び保健理療科）

① 特別支援学校中学部、中学校若しくは義務教育学校を卒業した者又は令和４年３月卒

業見込みの者

② 中等教育学校前期課程を修了（以下「卒業」に含めます。）した者又は令和４年３月

卒業見込みの者

③ 学校教育法施行規則（昭和22年文部省令第11号）第95条各号のいずれかに該当する者

ウ 高等部専攻科（理療科）

① 特別支援学校高等部若しくは高等学校を卒業した者又は令和４年３月卒業見込みの者

② 中等教育学校を卒業した者又は令和４年３月卒業見込みの者

③ 学校教育法施行規則第150条各号のいずれかに該当する者

(2) (1) の「特別の事情がある者」とは、次のア又はイのいずれかに該当する者であって、奈

良県教育委員会教育長に入学志願許可申請を行い、その承認を受けたもののことをいいま

す。

ア 出願当時は奈良県外に居住しているが、入学時には奈良県内に居住することが確実であ

る者

イ その他やむを得ない事情がある者

２ 募 集 す る 部 、 科 及 び 学 科

幼稚部、高等部（普通科及び保健理療科）及び高等部専攻科（理療科）

３ 募 集 人 員

募集人員は「令和４年度奈良県立特別支援学校幼稚部・高等部等入学者募集人員」に定めま

す。
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４ 出 願 手 続

(1) 入学願書受付期間は、次のとおりです。

ア 幼稚部 令和４年３月１日（火）から同月３日（木）までの午前９時から午後４時まで

イ 高等部及び高等部専攻科 令和４年２月16日（水）から同月18日（金）まで、同月21日

（月）及び同月22日（火）の午前９時から午後４時まで

(2) 志願者は、幼稚部については直接、高等部及び高等部専攻科については卒業した学校又は

在学している学校の校長を経て、次のアからウまでを盲学校長に提出してください。

ア 入学願書（別に定める用紙）

イ 眼科医の診断書（奈良県立盲学校が定める用紙又はそれに準じた診断書）

ウ 調査書（奈良県立盲学校が定める用紙。高等部及び高等部専攻科出願者のみ）

卒業した学校又は在学している学校の校長が作成してください。ただし、平成28年３月

以前の卒業者については、調査書に代えて卒業証明書を提出してください。

(3) 出願書類の交付期間は、次のとおりです。

ア 幼稚部 令和４年１月19日（水）から同年３月３日（木）まで（日曜日、土曜日及び祝

日を除きます。）の午前９時から午後４時まで

イ 高等部及び高等部専攻科 令和４年１月19日（水）から同月21日（金）まで、同年２月

14日（月）及び同月15日（火）の午前９時から午後４時まで

（注）出願書類は、奈良県立盲学校で交付します。郵送を希望する場合は、返信用封筒（長

形３号12.0㎝×23.5㎝に94円分の切手を貼り、保護者又は本人の宛先を明記したもの）

を同封して、奈良県立盲学校に請求してください。

(4) 出願書類の提出先は、次のとおりです。

奈良県立盲学校 〒639-1122 大和郡山市丹後庄町222－1

(5) 入学相談

出願を希望する者は、必ず奈良県立盲学校の入学相談を受けてください。

５ 入学者の選考

(1) 期 日

ア 幼稚部 令和４年３月10日（木） 午後１時40分から午後３時まで

イ 高等部及び高等部専攻科 令和４年３月10日（木） 午前８時30分から午後３時30分ま

で

(2) 実施内容

ア 視力検査

イ 行動観察（幼稚部のみ）

ウ 学力検査等（高等部及び高等部専攻科のみ）

① 高等部普通科は、国語、社会、数学、理科及び英語の５教科の検査です。
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② 高等部保健理療科及び高等部専攻科理療科は、小論文、適性検査及び機能検査です。

エ 面接

(3) 備 考

実施の詳細は、奈良県立盲学校長が別に定めます。

６ 選 考 結 果

令和４年３月16日（水）に、選考の結果を保護者又は本人宛に発送します。

７ そ の 他

(1) 高等部については、特別支援学校高等部又は高等学校（高等専門学校及び中等教育学校後

期課程を含みます。）に在籍している者は、出願できません。

(2) 奈良県立特別支援学校高等部（奈良県立高等養護学校は除きます。）に出願した者は、他

の奈良県立特別支援学校高等部又は奈良県内の公立高等学校へ出願することはできません。

(3）この要項で定めるもののほか、必要な事項は別に定めます。
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令和４年度奈良県立ろう学校幼稚部・高等部入学者

選 考 実 施 要 項

令和４年度奈良県立ろう学校幼稚部及び高等部第１学年入学者の募集及び選考は、この要項

に基づいて実施します。

１ 応 募 資 格

(1) 障害の程度が学校教育法施行令（昭和28年政令第340号）第22条の３の表「聴覚障害者」

の項に規定する程度であって、保護者とともに奈良県内に居住する者又は特別の事情がある

者のうち、幼稚部はアに、高等部はイの①から③までのいずれかに該当するもの

ア 幼稚部 平成28年４月２日から平成31年４月１日までに出生した者

イ 高等部（普通科、産業システム科及び生活情報科）

① 特別支援学校中学部、中学校若しくは義務教育学校を卒業した者又は令和４年３月卒

業見込みの者

② 中等教育学校前期課程を修了（以下「卒業」に含めます。）した者又は令和４年３月

卒業見込みの者

③ 学校教育法施行規則（昭和22年文部省令第11号）第95条各号のいずれかに該当する者

(2) (1) の「特別の事情がある者」とは、次のア又はイのいずれかに該当する者であって、奈

良県教育委員会教育長に入学志願許可申請を行い、その承認を受けたもののことをいいま

す。

ア 出願当時は奈良県外に居住しているが、入学時には奈良県内に居住することが確実であ

る者

イ その他やむを得ない事情がある者

２ 募 集 す る 部 及 び 学 科

幼稚部及び高等部（普通科、産業システム科及び生活情報科）

３ 募 集 人 員

募集人員は「令和４年度奈良県立特別支援学校幼稚部・高等部等入学者募集人員」に定めま

す。

４ 出 願 手 続

(1) 入学願書受付期間は、次のとおりです。

ア 幼稚部 令和４年３月１日（火）から同月３日（木）までの午前９時から午後４時まで

イ 高等部 令和４年２月16日（水）から同月18日（金）まで、同月21日（月）、同月22日

（火）、同月24日（木）及び同月25日（金）の午前９時から午後４時まで

(2) 志願者は、幼稚部については直接、高等部については卒業した学校又は在学している学校



- 18 -

の校長を経て、次のア及びイをろう学校長に提出してください。

ア 入学願書（別に定める用紙）

イ 調査書（奈良県立ろう学校が定める用紙）

幼稚部への出願者については、保護者が作成してください。

高等部への出願者については、卒業した学校又は在学している学校の校長が作成してく

ださい。

(3) 出願書類の交付期間は、次のとおりです。

ア 幼稚部 令和４年１月19日（水）から同年３月３日（木）まで（日曜日、土曜日及び祝

日を除きます。）の午前９時から午後４時まで

イ 高等部 令和４年１月19日（水）から同月21日（金）まで、同年２月14日（月）及び同

月15日（火）の午前９時から午後４時まで

（注）出願書類は、奈良県立ろう学校で交付します。郵送を希望する場合は、返信用封筒

（長形３号12.0㎝×23.5㎝に94円分の切手を貼り、保護者の宛先を明記したもの）を同

封して、奈良県立ろう学校に請求してください。

(4) 出願書類の提出先は、次のとおりです。

奈良県立ろう学校 〒639-1122 大和郡山市丹後庄町456

(5) 入学相談

出願を希望する者は、必ず奈良県立ろう学校の入学相談を受けてください。

５ 入学者の選考

(1) 期 日

ア 幼稚部 令和４年３月10日（木） 午前10時から午前11時30分まで

イ 高等部 令和４年３月10日（木） 午前８時45分から午後４時まで

(2) 実施内容

ア 行動観察（幼稚部のみ）

イ 学力検査（高等部のみ）

学力検査は、国語、社会、数学、理科及び英語の５教科の検査です。

(3) 備 考

実施の詳細は、奈良県立ろう学校長が別に定めます。

６ 選 考 結 果

令和４年３月16日（水）に、選考の結果を保護者宛に発送します。

７ そ の 他

(1) 特別支援学校高等部又は高等学校（高等専門学校及び中等教育学校後期課程を含みます。）

に在籍している者は、出願できません。

(2) 奈良県立特別支援学校高等部（奈良県立高等養護学校は除きます。）に出願した者は、他



- 19 -

の奈良県立特別支援学校高等部又は奈良県内の公立高等学校へ出願することはできません。

(3) この要項で定めるもののほか、必要な事項は別に定めます。
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令和４年度奈良県立特別支援学校（病弱）高等部入学者

選 考 実 施 要 項

令和４年度奈良県立明日香養護学校（病弱）及び奈良県立奈良養護学校（病弱）高等部第１

学年入学者の募集及び選考は、この要項に基づいて実施します。

１ 応 募 資 格

(1) 障害の程度が学校教育法施行令（昭和28年政令第340号）第22条の３の表「病弱者」の項

に規定する程度であって、保護者とともに奈良県内に居住する者又は特別の事情がある者の

うち、次のアからウまでのいずれかに該当するもの

ア 特別支援学校中学部、中学校若しくは義務教育学校を卒業した者又は令和４年３月卒業

見込みの者

イ 中等教育学校前期課程を修了（以下「卒業」に含めます。）した者又は令和４年３月卒

業見込みの者

ウ 学校教育法施行規則（昭和22年文部省令第11号）第95条各号のいずれかに該当する者

(2) 各特別支援学校の対象者は、次のとおりです。

ア 奈良県立明日香養護学校：学校への単独通学又は保護者による送迎が可能である者

イ 奈良県立奈良養護学校：独立行政法人国立病院機構奈良医療センター、重症心身障害児

学園・病院「バルツァ・ゴーデル」又は重症心身障害児施設「東大寺光明園」に入院又は

入園中の者

(3) (1) の「特別の事情がある者」とは、次のアからオまでのいずれかに該当する者であって、

奈良県教育委員会教育長に入学志願許可申請を行い、その承認を受けたもののことをいい

ます。

ア 出願当時は奈良県外に居住しているが、入学時には奈良県内に居住することが確実であ

る者

イ 出願当時は独立行政法人国立病院機構奈良医療センターに入院していないが、入学時に

は入院することが確実な者

ウ 出願当時は重症心身障害児学園・病院「バルツァ・ゴーデル」に入園していないが、入

学時には入園することが確実な者

エ 出願当時は重症心身障害児施設「東大寺光明園」に入園していないが、入学時には入園

することが確実な者

オ その他やむを得ない事情がある者

２ 募 集 す る 学 科

普通科
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３ 募 集 人 員

募集人員は「令和４年度奈良県立特別支援学校幼稚部・高等部等入学者募集人員」に定めま

す。

４ 出 願 手 続

(1) 入学願書受付期間は、次のとおりです。

令和４年２月16日（水）から同月18日（金）まで、同月21日（月）、同月22日（火）、同

月24日（木）、及び同月25日（金）の午前９時から午後４時まで

(2) 志願者は、卒業した学校又は在学している学校の校長を経て、次のアからエまでを出願す

る特別支援学校長に提出してください。

ア 入学願書（別に定める用紙）

イ 調査書（出願する学校が定める用紙）

卒業した学校又は在学している学校の校長が作成してください。

ウ 診断書（奈良県立明日香養護学校への出願者のみ）

エ 独立行政法人国立病院機構奈良医療センターの入院証明書若しくは入院予定証明書、重

症心身障害児学園・病院「バルツァ・ゴーデル」の入園証明書若しくは入園見込証明書又

は重症心身障害児施設「東大寺光明園」の入園証明書若しくは入園見込証明書（奈良県立

奈良養護学校への出願者のみ）

(3) 出願書類の交付期間は、次のとおりです。

令和４年１月19日（水）から同月21日（金）まで、同年２月14日（月）及び同月15日（火）

の午前９時から午後４時まで

（注）出願書類は、出願する学校で交付します。郵送を希望する場合は、返信用封筒（長形

３号12.0㎝×23.5㎝に94円分の切手を貼り、保護者の宛先を明記したもの）を同封して、

請求してください。

(4) 出願書類の提出先は、次のとおりです。

奈良県立明日香養護学校 〒634-0141 高市郡明日香村大字川原410番地

奈良県立奈良養護学校 〒630-8051 奈良市七条町135番地

(5) 入学相談

出願を希望する者は、必ず出願する学校の入学相談を受けてください。

５ 入学者の選考

(1) 期 日

令和４年３月10日（木） 午前９時から午後４時まで

(2) 実施内容

ア 学力検査 （奈良県立明日香養護学校のみ）

学力検査は、国語、社会、数学、理科及び英語の５教科の検査です。
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イ 面接

(3) 備 考

実施の詳細は、各特別支援学校長が別に定めます。

６ 選 考 結 果

令和４年３月16日（水）に、選考の結果を保護者宛てに発送します。

７ そ の 他

(1) 特別支援学校高等部又は高等学校（高等専門学校及び中等教育学校後期課程を含みます。）

に在籍している者は、出願できません。

(2) 奈良県立特別支援学校高等部（奈良県立高等養護学校は除きます。）に出願した者は、他

の奈良県立特別支援学校高等部又は奈良県内の公立高等学校へ出願することはできません。

(3) この要項で定めるもののほか、必要な事項は別に定めます。



- 23 -

令和４年度奈良県立特別支援学校（肢体不自由）高等部入学者

選 考 実 施 要 項

令和４年度奈良県立明日香養護学校（肢体不自由）及び奈良県立奈良養護学校（肢体不自由）

高等部第１学年入学者の募集及び選考は、この要項に基づいて実施します。

１ 応 募 資 格

(1) 障害の程度が学校教育法施行令（昭和28年政令第340号）第22条の３の表「肢体不自由者」

の項に規定する程度であって、保護者とともに奈良県内に居住する者又は特別の事情がある

者のうち、次のアからウまでのいずれかに該当するもの

ア 特別支援学校中学部、中学校若しくは義務教育学校を卒業した者又は令和４年３月卒業

見込みの者

イ 中等教育学校前期課程を修了（以下「卒業」に含めます。）した者又は令和４年３月卒

業見込みの者

ウ 学校教育法施行規則（昭和22年文部省令第11号）第95条各号のいずれかに該当する者

(2) 各特別支援学校の通学区域は、次のとおりです。

ア 奈良県立明日香養護学校：大和高田市、橿原市、桜井市、五條市、御所市、香芝市、

葛城市、宇陀市、磯城郡、宇陀郡、高市郡、北葛城郡（上牧町及び広陵町）及び吉野郡

イ 奈良県立奈良養護学校：奈良市、大和郡山市、天理市、生駒市、山辺郡、生駒郡及び北

葛城郡（王寺町及び河合町）

(3) (1) の「特別の事情がある者」とは、次のア又はイのいずれかに該当する者であって、奈

良県教育委員会教育長に入学志願許可申請を行い、その承認を受けたもののことをいいま

す。

ア 出願当時は奈良県外に居住しているが、入学時には奈良県内に居住することが確実であ

る者

イ その他やむを得ない事情がある者

２ 募 集 す る 学 科

普通科

３ 募 集 人 員

募集人員は「令和４年度奈良県立特別支援学校幼稚部・高等部等入学者募集人員」に定めま

す。

４ 出 願 手 続

(1) 入学願書受付期間は、次のとおりです。

令和４年２月16日（水）から同月18日（金）まで、同月21日（月）、同月22日（火）、同
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月24日（木）及び同月25日（金）の午前９時から午後４時まで

(2) 志願者は、卒業した学校又は在学している学校の校長を経て、次のア及びイを出願する特

別支援学校長に提出してください。

ア 入学願書（別に定める用紙）

イ 調査書（出願する学校が定める用紙）

卒業した学校又は在学している学校の校長が作成してください。

(3) 出願書類の交付期間は、次のとおりです。

令和４年１月19日（水）から同月21日（金）まで、同年２月14日（月）及び同月15日（火）

の午前９時から午後４時まで

（注）出願書類は、出願する学校で交付します。郵送を希望する場合は、返信用封筒（長形

３号12.0㎝×23.5㎝に94円分の切手を貼り、保護者の宛先を明記したもの）を同封して、

請求してください。

(4) 出願書類の提出先は、次のとおりです。

奈良県立明日香養護学校 〒634-0141 高市郡明日香村大字川原410番地

奈良県立奈良養護学校 〒630-8051 奈良市七条町135番地

(5) 入学相談

出願を希望する者は、必ず出願する学校の入学相談を受けてください。

５ 入学者の選考

(1) 期 日

令和４年３月10日（木） 午前９時から午後４時まで

(2) 実施内容

ア 発達検査又は学力検査

学力検査は、国語及び数学の２教科の検査です。

イ 面接

(3) 備 考

実施の詳細は、各特別支援学校長が別に定めます。

６ 選 考 結 果

令和４年３月16日（水）に、選考の結果を保護者宛てに発送します。

７ そ の 他

(1) 特別支援学校高等部又は高等学校（高等専門学校及び中等教育学校後期課程を含みます。）

に在籍している者は、出願できません。

(2) 奈良県立特別支援学校高等部（奈良県立高等養護学校は除きます。）に出願した者は、他

の奈良県立特別支援学校高等部又は奈良県内の公立高等学校へ出願することはできません。
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(3) この要項で定めるもののほか、必要な事項は別に定めます。
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令和４年度奈良県立特別支援学校（知的障害）高等部入学者

選 考 実 施 要 項

令和４年度奈良県立奈良東養護学校、奈良県立奈良西養護学校、奈良県立二階堂養護学校、

奈良県立西和養護学校及び奈良県立大淀養護学校の高等部第１学年入学者の募集及び選考は、

この要項に基づいて実施します。

１ 応 募 資 格

(1) 障害の程度が学校教育法施行令（昭和28年政令第340号）第22条の３の表「知的障害者」

の項に規定する程度であって、保護者とともに奈良県内に居住する者又は特別の事情がある

者のうち、次のアからウまでのいずれかに該当するもの

ア 特別支援学校中学部、中学校若しくは義務教育学校を卒業した者又は令和４年３月卒業

見込みの者

イ 中等教育学校前期課程を修了（以下「卒業」に含めます。）した者又は令和４年３月卒

業見込みの者

ウ 学校教育法施行規則（昭和22年文部省令第11号）第95条各号のいずれかに該当する者

(2) 各特別支援学校の通学区域は、次のとおりです。

ア 奈良県立奈良東養護学校：奈良市のうち春日、三笠、若草、都南、田原、興東館柳生、

京西、飛鳥、都跡及び月ヶ瀬の各中学校の通学区域並びに大和郡山市

イ 奈良県立奈良西養護学校：奈良市のうち伏見、富雄、登美ヶ丘、平城、平城西、二名、

富雄南、富雄第三、登美ヶ丘北及び平城東の各中学校の通学区域並びに生駒市

ウ 奈良県立二階堂養護学校：天理市、桜井市、宇陀市、山辺郡、磯城郡、宇陀郡及び奈良

市のうち都祁中学校の通学区域

エ 奈良県立西和養護学校：大和高田市、香芝市、生駒郡及び北葛城郡

オ 奈良県立大淀養護学校：橿原市、五條市、御所市、葛城市、高市郡及び吉野郡

(3) (1) の「特別の事情がある者」とは、次のア又はイのいずれかに該当する者であって、奈

良県教育委員会教育長に入学志願許可申請を行い、その承認を受けたもののことをいいます。

ア 出願当時は奈良県外に居住しているが、入学時には奈良県内に居住することが確実であ

る者

イ その他やむを得ない事情がある者

２ 募 集 す る 学 科

産業科

３ 募 集 人 員

募集人員は「令和４年度奈良県立特別支援学校幼稚部・高等部等入学者募集人員」に定めま
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す。

４ 出 願 手 続

(1) 入学願書受付期間は、次のとおりです。

令和４年２月３日（木）及び同月４日（金）の午前９時から午後４時まで

(2) 志願者は、卒業した学校又は在学している学校の校長を経て、次のアからウまでを出願す

る特別支援学校長に提出してください。

ア 入学願書（別に定める用紙）

イ 調査書（出願する学校が定める用紙）

卒業した学校又は在学している学校の校長が作成してください。

ウ 調査票（出願する学校が定める用紙）

保護者が作成してください。

(3) 出願書類の交付期間は、次のとおりです。

令和４年１月７日（金）、同月11日（火）、同月12日（水）、同年２月１日（火）及び同月

２日（水）の午前９時から午後４時まで

（注）出願書類は、出願する学校で交付します。郵送を希望する場合は、返信用封筒（角形

２号24.0㎝×33.2㎝に140円分の切手を貼り、保護者の宛先を明記したもの）を同封し

て、出願する学校に請求してください。

(4) 出願書類の提出先は、次のとおりです。

奈良県立奈良東養護学校 〒630-8053 奈良市七条二丁目670番地

奈良県立奈良西養護学校 〒631-0066 奈良市帝塚山西二丁目１番１号

奈良県立二階堂養護学校 〒632-0086 天理市庵治町358番地１

奈良県立西和養護学校 〒639-0205 北葛城郡上牧町大字下牧1010

奈良県立大淀養護学校 〒638-0821 吉野郡大淀町大字下渕414番地の１

(5) 入学相談

出願を希望する者は、必ず出願する学校の入学相談を受けてください。

５ 入学者の選考

(1) 期 日

令和４年２月18日（金） 午前９時から午後１時まで

(2) 実施内容

ア 検査（学力及び発達に関すること）

イ 面接

(3) 備 考

実施の詳細は、各特別支援学校長が別に定めます。
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６ 選 考 結 果

令和４年２月25日（金）に、選考の結果を保護者宛てに発送します。

７ そ の 他

(1) 特別支援学校高等部又は高等学校（高等専門学校及び中等教育学校後期課程を含みます。）

に在籍している者は、出願できません。

(2) 奈良県立特別支援学校高等部（奈良県立高等養護学校は除きます。）に出願した者は、他

の奈良県立特別支援学校高等部又は奈良県内の公立高等学校へ出願することはできません。

(3) この要項で定めるもののほか、必要な事項は別に定めます。
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教 体 第 １ ９ ６ 号

令 和 ３ 年 ８ 月 ５ 日

各 市 町 村 教 委 教 育 長

各 小 ・ 中 学 校 長

各 義 務 教 育 学 校 長

各 特 別 支 援 学 校 長

奈良県教育委員会教育長

令和３年度表現運動・ダンス指導者講習会

の開催について（通知）

このことについて、下記のとおり開催しますので、関係教員の参加についてよろしくお願いし

ます。

記

１ 趣 旨

県内小学校、義務教育学校前期課程、特別支援学校小学部の教員及び中学校、義務教育学校

後期課程等で児童の体育授業を担当する教員の小学校における表現運動系についての理解を深

め、指導者としての資質向上を図る。

２ 主 催

奈良県教育委員会、奈良県小学校体育研究会

３ 開催期間

令和３年８月６日（金）～令和３年９月１０日（金）

４ 参加対象者

県内小学校、義務教育学校前期課程、特別支援学校小学部の教員及び中学校、義務教育学校

後期課程等で児童の体育授業を担当する教員

５ 内 容

Google Workspace for Educationを利用した動画配信

【動画①】表現リズム遊び（低学年）…表現遊び、リズム遊び

【動画②】表現運動（中学年）…表現、リズムダンス

殿
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【動画③】表現運動（高学年）…表現、フォークダンス

【動画④】運動会等の表現運動、ダンスの工夫について

【動画⑤】ダンス１

【動画⑥】ダンス２

【動画⑦】民謡

６ 参加申込み

開催期間内に下記のクラスコードからGoogle Workspace for EducationのClassroomに参加

し、登録フォームに参加登録をする。

【グループ①】奈良市・山辺郡・五條市

クラスコード avb4a7o

【グループ②】大和郡山市・生駒市・生駒郡・御所市・宇陀市

クラスコード aaj45ee

【グループ③】北葛城郡・香芝市・葛城市・高市郡・宇陀郡・吉野郡

クラスコード kwv6xf5

【グループ④】大和高田市・天理市・磯城郡・桜井市・橿原市

クラスコード dejaund

７ 実技講師

奈良県小学校体育研究会研究員

８ その他

(１) 本研修の通信にかかる通信費等の費用については、負担しない。

(２) 参加希望者は、動画視聴前にClassroomに掲載の登録フォームに参加登録をする。また、

動画視聴後のアンケート提出により、受講したものとする。

(３) 配信動画の録画、ダウンロード、転載は禁止とする。

(４) 本動画は、指導者の資質向上のための指導資料であることから、児童の視聴は不可とす

る。

(５) 本研修に関する問合せについては、下記宛てに連絡すること。

奈良県教育委員会事務局保健体育課学校体育係

ＴＥＬ ０７４２－２７－９８６１
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教 研 第 ３ ８ ８ 号

令 和 ３ 年 ８ 月 ５ 日

各 市 町 村 教 委 教 育 長

各 小 ・ 中 学 校 長

各 義 務 教 育 学 校 長

各 中 等 教 育 学 校 長

各 特 別 支 援 学 校 長

奈良県教育委員会教育長

令和３年度 夏期理科実技講習会（オンライン）の

共同開催について（通知）

このことについて、下記のとおり開催しますので、関係教員へ周知するとともに、参加について

よろしくお願いします。

記

１ 趣 旨

県内小学校における理科教育の一層の振興・充実を図るため、県立教育研究所が奈良県小学校

理科教育研究会と協力し実技講習会を実施することで、教員の観察や実験における基礎的・基本

的な技能を高め、児童が興味・関心をもって主体的に学ぶ授業づくりを目指す。

２ 対 象

県内小・中学校、義務教育学校、中等教育学校（前期課程）、特別支援学校（小学部及び中学部）

の教員（「いいネットなら」のアカウント所持者））

３ 期 日

令和３年８月２３日（月）

４ 内 容

９：００～ ９：３０ ３年生部会

「ものと重さ」「じしゃくのふしぎ」

９：４０～１０：１０ ４年生部会

「体積の変化をどう実感させるか 『体積の変化』」

殿
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１０：２０～１０：５０ ５年生部会

「条件制御が分かる子を目指して 『ふりこのきまり』など」

１０：３０～１２：００ 低・中・高学年別分科会

「より深い理解を目指して 『月と太陽』など」

１２：００～ 随時視聴 講義（オンデマンド型動画配信）

講師：奈良県立教育研究所 教育情報化推進部

学習指導係長 岩田 幸久

内容：「教科指導におけるＩＣＴ活用」

５ 申込み

(１) 「２０２１夏季理科実技講習会」のクラスルームに参加する。

・クラスコード 「ｕｖｖｓｈｈ６」（ユーブイブイエスエイチエイチロク）

・招待リンク https://classroom.google.com/c/MzM3MzEwMDQwNTkx?cjc=uvvshh6

※ 招待リンクは右のＱＲコードからもアクセス可能

(２) クラスルーム内の申込フォームにより申し込む。

・締切：令和３年８月１７日（火）

・申込フォームのリンク https://forms.gle/nykZ2zaJNWycfPmj8

※ なお、締切後でも状況により受け付けられる場合があるので、参加希望者はメー

ルや電話などで問い合わせること。

７ その他

(１) 参加対象者に対しては、参加ＵＲＬをクラスルーム内にて連絡する。

(２) 講義の動画は、９月２２日（水）までクラスルーム内で公開する。

(３) 本実技講習会に参加する環境等は各自で準備すること。また、参加に係る通信費等につ

いても、県立教育研究所と奈良県小学校理科教育研究会は負担しない。

８ 問合せ先

生駒市立生駒小学校 教諭 浪越 一浩

ＴＥＬ ０７４３－７３－４３７８

〈県立教育研究所 教育情報化推進部 事業推進係 村上 賢一

ＴＥＬ ０７４４－３３－８９０７


